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欧州アカマツはヨーロツパにおける主要造林樹種であって，現在も広く造林されている。この樹種は環

境に対する適応性がつよいことと，とくに造林がょういであること，寒さにたいする抵抗性もまたきわめ

てつよいこと，深根性で‘あって風にたいする抵抗性がつよいこと，幼時の成長の盛んであることなどの特

性によって北ヨーロツパ地方の主要造林樹種であり，わが国に導入するばあいには環境の近似する北海道

がその対象として考えられる。わが国にはドイツの造林とともに，この樹種が古くから導入され現存する

林分のもっとも古いものとして， 旭川市の神楽営林署見本林で明治 31 年植裁の林があるo しかしなが

ら現在のこっている人工造林地はきわめて少ないので正確なはんだんはなしえないが，造林地の成績を

調査し，郷土樹種の成績と比較してみるばあいに，本道の中・北部地方の造林樹種として十分価値あるも

のと考えられる。北海道の郷土樹種の造林不成績の原因は寒害，雑草木の害，幼時の成長のおそいことな

どにあるといわれているが，欧州アカマツはこの問題を解決し，また短伐期用樹種の対象として，一応考

えられるので北海道における造林成績をとりまとめて報告する。

このとりまとめにさいしては東京大学北海道演習林高橋教授，元林業試験場青森支場村井支場長，当場

松井経営部長から調査資料の提供をうけ，鉄道防雪林の調査にあたり旭川鉄道管理局田村営林課長および

同課職員のご援Jl);をえたのでここに厚くお礼を申し上げる。

なお，この調査は元当場石川支場長，内田造林部長のご指導のもとにおこなわれたものであることを付

記し厚くお礼申し上げるしだいである。

E 欧州アカマツの本道における生育

欧州アカマツは，さきにのべたように植栽は古くからおこなわれたが，現在のこっている林分はきわめ

て少なく，判明しているところをあげると次のとおりである。

地方 位 置 植栽(年年)度 面(h積a) 

北見 料|牛内鉄道防雪林 大正 13 4.0 

置戸鉄道防雪林 大正 10 5.6 

旭川 美馬牛鉄道防雪林 大正 5 2.0 

(1) 株業試験場北海道支場造林研究室長 (2) 林業試験場北海道支場造株研究室員
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。

山部村東大演習林 明治 41，大正 2 等 50.0 

芦別営林署幌内経営区 101 林班 大正 12 1.0 

神楽営林署見本林 明治 31，昭和 11 554 本

札幌 野幌試験林 大正 6 ，大正 7

札幌営林署小働経営区(塩谷村字|前島〉 大正 3 50.0 

函館 黒松内営林署寿都経営区

第 1 図欧州けカマツ林の分布

Fig. 1 Plantations of Scotch pine in Hokkaido 

大正 7

以上のうちで緋牛内，置戸，美馬牛の 3 カ所

の鉄道防雪林について生育状況の調査をおこな

い，神楽営林署見本林，山部村東大演習林，芦

別営林署幌内経営区，札幌営林署小樽経営区に

ついてはすでに報告されているので，それを参

考にし，野悦試験林については松井氏の調査さ

れた成績を借用した。

1. 調査地における生育

i) 林況

A) 緋牛内鉄道防雪林

網走線緋牛内駅東方 2.5 km の鉄道防雪林に

あり，大正 13 年に欧州トウヒ，欧州|アカマツ

を 4 ha 混植した林で，植栽当時の苗木産地，

植栽混交歩合は判明しないが，現存の林分は欧州トウヒのなかに欧州アカマツが群状に混交している。種

子の産地も判明しないが，冬季間樹葉の黄化しない点からみて欧州アカマツ天然分布区域の南部系のもの

とみられる。植栽本数は ha あたり 3 ， 000 本である。地形は平坦，標高 100 隅，基層は洪積層で，その

上に火山灰がたい積する。土性は嬢土，土壌型は BD 型である。 I笥伐，枝打が行なわれていないために

過密林相を呈し，広葉樹の低木層なくクマイザサが疎生し落葉が厚くたい積する。

欧州アカマツの生育は一般に良好で樹幹も通直であるが，過密のため枝幹ともに細いが，病虫害はみら

れなし、。欧州、|トウヒと散生混交の林分では欧州トウヒより樹高がわずかに低く，かつ側圧をうけて成長が

衰えつつある。

欧州アカマツの残存本数の比較的多い林分で 20 隅ガ形の標準地の蓄積を調査した結果は第 1 表のとお

りである。

B) 置戸鉄道防雪林

網走線置戸駅の北東約 2km の鉄道防雪林にあり， 大正 10 年に欧州アカマツ 509￥， カラマツ 50μ

を混交林として 5.6 ha 植栽した林であるが，その後昭和 20 年カラマツ 1 ， 320 本，昭和 25 年カラマツ

466 本を伐採し，昭和 29 年 15 号台風により欧州アカマツ 118 本，カラマツ 275 本の風倒木を生じ，

昭和 31 年カラマツ 280 本を収穫した。したがって，現在はカラマツの生立木はきわめて少なし欧州ア

カマツの疎生純林の観を呈している。種子の産地は判明しないが樹形から緋牛内とおなじ系統のものと考

えられる。

地形は平坦，標高 240 間，基岩は安山岩，土性は表層壌土，下層砂嬢土，土壌型は BD 型である。数回
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第 1 表緋牛内欧州アカマツ，欧州トウヒ混交林
Tab!e 1. Mixed stand of Scotch pine and 

Norway spruce at Hiushinai 20 問 X20m

樹種
Species 

欧州アカマツ
Scotch p木ine 
優勢
Dominant 

計
Total 

SDU被傷聞am圧者日記aig略木本e。dd 

Tota! 

欧州トウヒ
Norway 
spruce 
優勢木
Dominant 

計
Tota! 

被圧木
Suppr巴ssed

計
Tota! 

メロ』 計
Tota! 

ha あたり

lEbmigE|品川u主
C抑Z 安n m' 
日 7.5 2 0.044 
10 10.5 4 0.180 
12 10.5 11 0.704 
14 11.7 9 0.837 
16 12.6 9 1.170 
18 12.8 6 0.984 
20 13.5 0.215 
22 14.3 3 0.783 
24 14.5 0.329 

46 5.246 

B 7.5 0.022 
10 7.0 0.032 
20 12.0 2 0.380 

4 ' 0.434 

6 5.0 3 : 0.027 
8 7.0 3 0.060 
10 9.0 l 0.038 
12 12.5 l 0.073 
14 14.5 0.111 
16 16.0 0.154 
18 14.7 3 0.555 
20 16.5 0.254 
22 16.0 5 1.460 
26 15.8 2 0.814 

21 3.546 

6 

1 I 0.008 

1 , 800 I 230.9 

平均胸局直径 Average D. b. h. 14.4 cm 

平均樹高 Average height 13.5 m 

第 2 表置戸欧州アカマツ林

Tab!e 2. Scotch pine stand at Okedo 

20 隅 X20 問

樹種|直径|樹高!本数|材積
Species I D. b. h.1 Height INumberl Vo!ume 

cn包 m m' 
10 I 9.25 2 0.076 
12 I 9.25 2 0.110 
14 i 11.50 0.093 

欧州アカマツ|
16 12.20 3 0.366 
18 12.80 2 0.328 

Scotch p木ine 20 13.90 4 0.860 
優勢 22 11.80 3 0.690 
Dominant 24 12.00 0.273 

28 14.50 2 0.896 
30 13.50 2 0.970 
32 15.00 0.584 
34 11.50 0.586 

計 24 5.832 
Tota! 

被圧木 10 8.5 0.038 
Suppressed 12 9.5 0.059 

計 l
2 0.097 

Tota! 

広葉樹 16 8.0 0.135 
Hard wood 18 10.0 0.181 

Total 
2 0.316 

Iムコ ヰ01 
28 6.245 

Tota! 

ha あたり 700 156.1 

平均胸高直径 Averge D. b. h. 20.0 cm 

平均樹高 Average height 14.5 m 

のカラマツの収穫により，現存林分は欧州、|アカマツ

の疎林を呈しているため，雑草の繁茂がし、ちじるし

く，林床植生はクマイザサが密生し，エゾイチゴ，

ツノレウメモドキ， ウド，ワラピ，アキノキリンソウな

どわずかに混生する。低木層はミズナラを主とし，

タラノキ，シナ，ノリウツギ，ヤチダモ，ヤマモミジが散生する。

樹幹は多くは通I直であるが，樹冠大きく樹幹のわん曲したものもわずかに混生する。一般に上長成長は

停止している。いままでの被害はあきらかでないが昭和 29 年の台風被害はカラマツより少なかった。

生立密度の比較的多い地域における標準地の蓄積は第 2 表のとおりである。

c) 美馬牛鉄道防雪林

富良野線美馬牛駅北方約 1km の鉄道防雪林にあり，大正 3 年に約 2 ha 植栽されたが，種子の産地は

あきらかでなく，形態からみて緋牛内の欧州アカマツと同系統のものと考えられるの

地形は南東 30 の緩斜地，標高 260m， 基層は洪積層，土性は壊土，土壌型は Bc 型である。高台地帯

の植栽木は生育が良好であるが，昭和 29 年の 15 号台風のため被害をうけ現在は疎林の状態を呈してい

る。林内の植生はミズナラを主とし，シラカンパ，バツコヤナギ，タラノキ，イヌエンジュ，ノリウツギ



-168ー 林業試験場研究報告 第 117 号

第 3 表美馬牛欧州アカマヅ林 などの稚樹が散生し，そのあいだにクマイザサ

Table 3. Scotch pine stand at Bib( ushi 
を主とするェゾヨモギ，ゴマナ，エゾヨツパム

樹種
Species 

(直径|樹高|本制材積
D. b. h.1 Height INumberl Volume グラ‘ アキノキリンソウなどの草本類が疎生す

欧州アカマツ
Scotch pine 
優 勢 木
Dominant 

計‘
Total 

ha あたり

平均胸高直径
平均樹高

っている。

C骨S 例

18 20.0 2 
20 20.0 4 
22 19.0 9 
24 20.0 8 
26 20.0 4 
28 20.0 
30 20.0 
32 20.0 

30 

750 

Averege D. b. h. 22.8 cm 

Average height 19.0 m 

勿包3 るの
0.472 
1.168 樹幹は一般に通直で形質は良好であるが，昭
3.042 
3.360 和 29 年春，雨氷の被害をうけ梢頭の枯死した
1.976 
0.573 ものがしばしばみられる。高台地における風害
0.657 
0.747 の少ない林地における標準地の蓄積は第 3 表の

11.995 とおりであるの

299.9 この林の南方隣接畑地には欧州・|アカマツの天

然更新地があり，稚樹が密生してし、るつ成長は

きわめて良好で 10 年生で樹高約 3.6 酬とな

また鉄道線路をへだてて北方の欧州|トウヒ林内の低湿地に欧州アカマツが数本混生しているが，これら

は生育が悪く，樹幹はわん曲し，檎殺木となっているところから，既往の欧州アカマツの植栽地が不成績

となり，欧州トウヒをもって改植したものと考えられる。ここでは欧州トウヒの生育がきわめて良好であ

り，欧州アカマツの樹高は欧州トウヒよりほぼ 2m 低く，仮lj圧をうけている。 このなかの 1 本を参考の

ため切りたおして既往の成長経過について調査したの

根系はきわめて深く発達し，高台地，低湿地とも杭根が地下約 100 c伽に達 L. 側根の長さは最大のも

のでほぼ 260cm ある。

以上の 3 林分について考察すれば，松井氏および， WIEDERMANN-SCHOBER 氏の収穫表と対比して， 緋

牛内および美馬牛はともに現存蓄積が多く良好な成長をしめしている。そのなかで緋牛内の欧州アカマツ

m 
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第 2 図樹高成長曲線

35 羽生手y田r

Fig.2 Height growth of Scotch pine 

林は約 42% の欧州トウヒを混交しているので立木本

数はいちじるしく多くなり，美馬牛は風害によりやや

疎立しているにもかかわらず，蓄積が多いのは成長が

よいことをあらわしているものと考える。置戸の欧州

アカマツ林分の蓄積はすくないが，これは風害による

本数の減少よりもカラマツを収穫伐採したために欧州

アカマツの本数が少なくなったことによるであろう。

ii)成 長

前記3 林分において標準地内の欧州、|アカマツ平均胸

高直径に該当する標準木 2 本について樹幹解析の結果

を図示すれば第 2""""4 図のとおりである。

樹高成長についてみれば，美馬牛の成長が大きく，

置戸主緋牛内はほぼ成長に差がみられなし、c なお美馬

牛の低湿地に生育する欧州アカマツの成長は高台地よ

り悪く緋牛内にほぼひとしい。胸高直径の成長経過を
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第 4 図材積成長曲線
Volume increment of Scotch pine 
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第 3 関 !胸高直径成長曲線
Diamet巴r growth of Scotch pine 
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Fig.4 Fig. 3 

しかしながら. 25 年生以降置みると，美馬牛がもっとも成長が大きく，置戸と緋牛内はほぼひとしい。

戸が急に上昇しているのは置戸ではカラマツの収穫による肥大成長の促進がおこなわれていることによる

ものと考えられる。また美馬牛における低湿地の欧州アカマツの直径成長は 25 年生以降急に減退してい

樹高速年成長量
Table 4. 

Annual growth of height of s∞tch pine (刑〕

年 齢|美馬牛|置 戸 i 緋牛内
Age I Bibaushi I Okedo Hiushinai 

5 I 0.33 I 0.19 I 0.21 
10 I 0.67 I 0.49 0.45 
15 I 0.66 I 0.62 0.48 
20 I 0.53 I 0.42 I 0.42 
25 0.46 I 0.41 I 0.50 
30 0.32 I 0.42 0.44 
35 0.33 I 0.32 
40 0.30 

(m) 第 4 表るのは，さきにのべたように幼齢期の孤立と壮

齢期の欧州トウヒによる側圧の影響を推定する

に十分である。

次に標準木の連年成長量について比較すると

第 4"-'6 表のとおりである。

樹高速年成長量の最大期は各林分ともほぼ

直径連年成長量の最大期15 年生であらわれ，

第 5 表胸高直径連年成長量 (cm)
Table 5. Annual increment of D. b. h. of 

Scotch pine (c例〉

美馬牛|置 戸
Bibaushi I Okedo 

もまた 10"-'15 年生であらわれる。しかしなが

ら，材積成長の最大期は 25"-'30 年生のあいだ

にあらわれている(美馬牛は 30 年生，置戸は 35

年生，緋牛内は 25 年生〉。

緋牛内
Hiushinai 

年齢
Age 各林分における単木の成長量は美馬牛が最大

で置戸主緋牛内はほぼひとしいか，または緋牛
0.67 
0.78 
0.51 
0.34 
0.21 

0.88 
0.60 
0.54 
0.41 
0.66 
0.53 

1.19 
0.96 
0.59 
0.33 
0.33 
0.26 
0.26 

円
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u
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円
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u
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l
2
2
3
3
4
 

内がわずかに劣る傾向がみられる。欧州アカマ

この樹種は気候，土ツの造林上の特性として，

擦にたいする適応性がひろいために，世界にお

ける天然分布区域がもっともひろい樹種のひと
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第 6 表材積連年成長量 (m3)
Table 6. Annual increment of volume of 

Scotch pine (隅り

年 齢|美馬牛|置 戸|緋牛内
Age I Bibaushi I Okedo Hiushinai 

10 0.0019 0.0011 0.0006 
15 0.0060 0.0024 0.0024 
20 0.0093 0.0054 0.0035 
25 0.0088 0.0066 0.0055 
30 0.0111 0.0121 0.0055 
35 0.0106 0.0140 
40 0.0107 

つである。しかしながら，この樹種は強大な杭

根を有し深根性であって，原産地では砂質の土

壌地帯で良好な成長をしているといわれてい

る。

この調査地の土壌について山本氏の調査結果

によれば，美馬牛の土壌はA. B層は壌土で柔

らかく根の侵入にたえうるが c層は 55cm に

あり砂壌土でありながらきわめて緊硬で根の侵

入を妨げているのしかし低湿地では地下わずか

25 c例で地下水位層に達し， 根の侵入を妨げているのでこれが低湿地の欧州アカマツの成長をわるくし

ていると考えられる。

置戸ではA層が壌土. B層が砂壌土で柔らかいが B，層と C屑(砂壌土〉はきわめて堅く，これが地下

15 c慨にあり根の侵入を阻止している。また緋牛内でも A. B 層が壌土で柔らかいが B，. C 層は砂質壌土

でし、ちじるしく竪く，これが地下 34 c隅にあるので根系の発育を阻止している。 また表層土壌の孔げき

量についてみると置戸の土壌がとくに小さくなっている。以上の結果から土壌の性質は美馬牛がもっとも

よく，置戸がもっとも不良のようであり，この関係はほぼ樹幹の上長成長の経過と一致するようであるつ

なお気候的環境については 3 地域ともに鉄道治線の高台地であるため，とくに局所気候の影響は考えら

れなし、。

2. 本道における生育概況

さきに述べた地域のほかに欧州アカマツの生育について報告されたものは次のようである。

神楽営林署見本林

神楽営林署神楽経営区 247 林班に外国樹種見本林があるが，ここに明治 31 年に 145 本，昭和 11 年

に 409 本の欧州アカマツが植栽され，いずれも良好な生育をつづけているのこれについて旭川営林局の調

査資料によればほぽ美馬牛の欧州アカプツ林と同程度の成長をしているものと考えられるσ

東京大学北海道演習林

山部村東京大学演習休には，明治 41 年以降数回にわたり植栽された欧州|アカマツ林があるが，いずれ

も生育は良好である。このなかには欧州アカマツ天然分布区域の北部系種子による林分と欧州アカマツ天

然分布区域の南部系種子による林分があるが，欧州アカマツ天然分布区域の北部系の林分は樹幹は通直で

枝が細く冬季開針葉が帯黄色に変化する特徴があり，欧州アカマツ天然、分布区域の南部系の林分は樹幹は

ややわん曲し，枝も太く針案が冬季開黄色とならない傾向がみられる。しかし両産地の樹幹の成長には明

らかな差がみられないようであるo この林分については単木の成長経過について調査した資料がないので

他の地方との比較は困難である。

芦別営林署

同営林署管内幌内経営区 101 林班に大正 12 年植栽の欧州アカマツ林が約 1 ha ある O 現在の生育状況

は良好とはし、えない。過去の手入れ不足によるものか二叉木，わん曲木が多くみられるが，現在は病虫害

はみられない。この林分の成長について斎藤義男氏の調査がある。

野幌試験林
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第5 図 本道およびヨーロツパにおける樹高成長
Fig. 5 Height growth of Scotch pine in 

Hokkaido and Europe 

明t

田大正 6年以降数回にわたり植殺されたものがあ

るが，いずれも良好な生育を示している。ここに
防

シベリア産とドイツ産，は種子のスエーデン産，
16 

いわれる各林分があるが，特にドイツ産，シベリ

樹

高 8

ア産といわれる林分が良好である。

これら林分の生育状況については松井氏の調査

がある。

札幌営林署(蘭島)

同署小樽経営区に大正 3 年植栽の欧州アカマツ

林があり，植栽当初は面積 50 ha となっているが
4 

現在は面積は少なし、。この林は方位東面 350 の急

斜地にあり，ネマガリダケの寄生地にあるが植栽

田年(ye也市45 判10 木の成長は良好である。生育については松井氏の

調査報告がある。

なお，黒松内営林署管内の欧州アカマツ林につ

制

いては報告をみないが，生育不良であるといわれ

ている。

以上の各林分の成長について調査された資料を
宜E

引用し，筆者らの資料とあわせて本道各地におけ

悶
絶
叫
，
旧
仰

胸
高
直
径

担

る単木の樹高およびl胸高直径成長について総括す

6 図のようになる。ると第 5 ，

第 5 図および第 6 限|によって，本道の欧州、|アカ

マツ林の成長をみるに神楽営林署，美馬牛鉄道防

雪林，蘭島国有林(札幌営林署)が最も良好で，

緋牛内鉄道防雪林， f置戸鉄道防雪林，野幌試験林

(ドイツ産，シベリア産)が中位に位し，野幌試

験林(スエーデ γ産〕が最も劣るようである。

次に本道における欧州アカマツの成長と，

WIEDEMANN 氏のドイツにおける中庸度間伐によ

る収穫表と， 35"-'40 年を伐期として比較すれば

司会事印国市

本道およびヨーロツパにおける胸高直径成長
Diameter increment of Scotch pine in 

Hokkaido and Europe 

45 40 却あ

高
5 15 20 

植1
同

第 6 図
Fig. 6 

6 図に示すとおりである。

単木の成長を比較すれば本道の欧州アカマツは

ヨーロツパに比べて必ずしも怒くない。すなわち

第 5 ，

美馬牛，神楽，蘭島ではドイツの I 等地より良好

であり，置戸，緋牛内，野l幌(ドイツ産，シベリア産〉はほぼドイツの I 等地に等しく，野1挽(スエーデ

しかし野幌でもドイツ

ジペリア産は 25 年生以降，スエーデγ産は 30 年生以降急にドイツより樹高成長が低下する傾向が

γ産〕はドイツの立等地より劣り 40 年生ではドイツの m 等地より劣っている。

産，
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みられるが，これは先に述べたように成長の減退期

が早いこととともに，この地方の土壌が埴壌土であ

って適地といえないことによるものと考えられる。

3. 郷土樹種との成長比較

次に各地域における欧州|アカマツと郷土樹種との

成長について比較しよう。

i) 北見地方

置戸および緋牛内の鉄道防雪林の欧州アカマツ林

と国有林の優良造林地である温根湯経営区，杵端辺

経営区のトドマツ人工林の成長を，樹高成長をもっ

て比較すれば，第 7 図のように欧州アカマツの成長

はトドマツより良好である。また置戸における欧州

アカマツ林と，これに隣接するカラマツ林の樹高成

長を比較すればカラマツの方が著しく良好である。
5,' [0 [5 20 25 ~町 35 40 

樹 齢 年t戸tlr) なお，これらの林分の現在の ha あたりの本数，材
第 7 図郷土樹種に対する樹高成長比較(北見地方〕

績は第 7 表のように緋牛内の欧州アカマツ林に対
Fig. 7 Height growth of Scotch pine and 

Todo・fir (Kitami district) し，温根湯のトドマツは約 23%， 杵端辺のトドマ

ツは 38% の材積を有するにすぎない。置戸の欧州・|アカマツ林は緋牛内のそれの 64% に相当するが，そ

の原因は上述のように置戸の欧州アカマツ林ではカラマツの伐採と風害，手入れ不足などによるものと考

えられる。しかしカラマツに比べると，欧州アカマツは著しく少ない。

場Stand所

緋牛内

第 7 表 ha あたりの蓄積 (北見地区〉
Tab~e 7. Volume table of Kitami district (per ha) 

結1 種 年齢 本数 材積 比率

Species Age Number Volume 
Percen-

tage 

年 本 , n包3 % 

欧州アカマツ，欧州、|トウヒ
Hiushinai Scotch pine, Norway spruce 32 1, 775 230 100 

置 戸 欧州アカマツ
Okedo Scotch pine 35 650 148 64 

温根湯 トドマツ
Onneyu Todo・fir 34 583 54 24 

K杵in端辺 トドマツ
etanpe Todo-fir 29 2 , 186 88 38 

置 F' カラマツ

Okedo Larch 37 850 338 147 

ii) 旭川地方

平均樹高平均直径
Average Average 
height D. b.h. 

m C宵L

13.6 14.4 

14.5 20.0 

11.0 13.2 

10.0 10.0 

22.1 22.4 

美馬牛鉄道防雪林および神楽営林署見本林の欧州アカマツと，国有林の優良造林地である落合岳経営区

および北落合経営区におけるトドマツの単木の樹高成長を比較すれば第 8 図のごとく欧州アカマツの方が

良好である。
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郷土樹種に対する樹高成長比較

(加川地方)
Fig. 8 Height growth of Scotch pine and 

Todo・fir (Asahikawa district) 

第 8 凶

第 8 表 ha あたりの蓄積 (旭川地方〉
Table 8 Volume table of Asahikawa distict (per ha) 

Age lN山rim e|P… I~刊出 A吋|年齢|本数|材積|比率|平均樹高平均直径
I •. ~...~~. 1 . ~.~...~ I tage I height I D. b. h 

樹種
Species 

美馬s牛hi 欧州アカマツ
年 本 m" % 明も cm 

Bibau Scotch-pine 35 750 300 100 18.9 22.8 

落合岳 トドマツ
37 Ochiaidake Todo・fir

1,250 142 47 10.8 12.6 

北落h合ia トドマツ
29 Kitaochiai Todo・fir

2 ,035 61 20 7.2 7.7 

場所
Stand 

第 9 表 ha あたりの蓄積 (札幌地方)
Table 9. Volume table of Sapporo distict (per ha) 

年齢|本数|材積 lJfd.| 詑摂 I T.均臨
Age I Number I Volume I • t;;~"- I 'h~i~hr I D:b..a~.~ 

樹種
Species 

年 本 m3 % 勿色 cnτ 
蘭 島 欧州アカマツ

30 1, 195 312 100 14.6 18.7 Ranshima Scotcl、 pine

野 幌 // (ドイツ産〕
33 1,140 130 42 12.7 14.9 

Nopporo // (Germany) 

野 幌 // (スエーデン産〕
32 860 60 19 12.4 9.7 

// // (Sweden) 

野 幌 // (シベリア産)
33 1,050 183 58 13.8 17.6 

// // (Siberia) 

野 幌 トドマツ I
30 1,753 283 91 13.5 15.8 

// Todo-fir 

野 幌 トドマツ E
30 2 ,689 206 67 10.5 1!.8 

// ろF

野 幌 トドマツE
30 4 ,731 141 45 7.8 8.1 

// // 

場所
Stand 
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またこれらの林分の ha あたりの蓄積について比較すれば，第 8 表のごとく，美馬牛鉄道防雪林の欧州

アカマツに対し落合岳経営区のトドマツは約 475'6，北落合経営区のトドマツは約 20% に相当する。

iii) 札幌地方

野幌試験林および閥島国有林の欧州アカマツと，野l腕試験林のトドマツの樹高成長を l二と同様にして比

較すれば第 9 凶のように蘭島の欧州アカマツの樹高成長は 35 年生まではトドマツの 1 等地より良好であ

るが，その後は劣り，野幌試験林の欧州アカマツの樹高成長はいずれも 25-35 年を境としてトドマツE

等地より小さくなる。

また ha あたりの蓄積をみると蘭島の欧州アカマツ林は野幌のトドマツ林 I 等地より大きいが， 野幌の

欧州アカマツ林はし、ずれも野幌のトドマツ林のE等地にほぼ近いか，または少なくなっている。

なお，帯広地方には欧州アカマツ林がみられないので，比較は不可能であった。また函館地方では黒松

内営林箸管内に，大正 7 年植栽の人工林があるが成績調査をする機会をえられなかった。

E 本道における適応性

1 )原産地の環境

欧州アカマツの天然分布区域ははなはだ広く，ヨーロツパのほぼ全域とアジアを東方にすすんでシベリ

アからアムーノレ地方にまで及んでいる。すなわちヨーロツパでは北方はスカンジナピア，ヨーロツパロシ

アの北緯 67 0 まで達し，西方は北部スコットランドに， r十f}jはピレネ一山脈，アノレプス山脈に達し，また

部分的にはピレネ一山脈を越え，あるいはカフカーズ，小アジア，ベルシア地方にも分布している。分布

の東端は中ソ国境の輿凱湖付近といわれる。

この樹種は温帯地方を郷土とする樹種であるが，そ

の環境に対する適性が強いためか先に述べたように，

広大な天然分布区域を有するので環境の異なる各地に

おいてそれぞれ著しく多くの変種を作っている。

欧州アカマツのヨーロツパにおける主な産地は，そ

の中部以北，すなわち K. RUBNER 氏による北ヨーロ
第 10 図 欧州アカマツの天然分布区域

ツパ針葉樹ーーカパ林地域，北東ヨーロツパ針広葉樹
Fig. 10 Natural distributed regions of 

Scotch pine 林地域，中部ヨーロツパ一一ナラ林地域と考えられる。

したがってこの地域の環境の特性について考察しよう。

i)気候

K. RUBNER 氏がヨーロツパの植物区系的分布が，年間の日平均気温 100C 以上の日数と密接な関係の

あることからこれを次の 5 気候区に区分した。

1 Subarktische Klima Gebiet (亜極地気候区) 60 日以下

n K�les Klima Gebiet (冷気候区) 60-120 日

JII Gem舖sigtes Klima Gebiet (湿気候区) 120-180 日

IV Warm-gem舖sigtes Klima Gebiet (温暖気候区) 180-240 日

V Warmes-Klima Gebiet (暖気候区) 240 日以上

なお， n , JII, IV は気候区は a) See Klima (海洋)， b) ﾜbergang Klima (中間)， c) Land Klima 
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(内陸〉の 3 種の小気候区域に分けられている。これによると，欧州アカマツはn. mおよびW気候区の

一部に分布することになるが，その生産地は n bc. m bc の 2 気候区ということになり，すなわち 1 年

間の 100 C 以上の日数が 60-180 日ある地域を主とする。

欧州、|アカマツの分布と年降水量との関係についてみると， 高山地帯を除いては年降水量主 1.000 隅隅以

下の地域に分布しているが，その主産地の降水量は 500.......750 mm であって，それ以下の地域にも，こと

に東方ではかなりよく生育している。

A. MAYER 氏による NjS 係数と欧州アカマツの分布との関係をみると分布区域では. NjS 係数は 300

-600 の範囲にあるが主産地では 300-500 の価を示している。

この樹種の分布の広いことは，主にその気候に対する適応範囲が広いことによるものであって降水量の

少ない乾燥地によく生育し，また成長は良好でないが北欧の低湿地，風街地にも成立している。高山地帯

には適しないが耐寒性は強く箱書はほとんどみられない。

ii) 土嬢

天然分布区域の土壌型についてみると H.PALLMANN 氏の土嬢型分布図によれば分布区域の土壌型はポ

ドゾノレ土壌. ~Li岳土，褐色土，黒色土のI::ìこ分布しているが，その中で主な産地はポドゾノレ土壌型および

褐色土嬢の地域である。この樹種は土擦に対する適応性が強く，ヨーロツパでは最も造林しやすい樹種と

考えられている。雨量の少ない乾燥地にも耐えうるので，ヒース地併の唯一の造林樹種とされている。し

かしながら妓も過するところは，書記い砂質の土壌であり，高い山岳地を除く地域がよく生育する。ただし

煙害に弱くまた著しく傑!ll された軽しような土壌，白雲質，あるいは石灰岩から成る土壊に適しないとい

われる。また深根性の樹種であってその深い杭根の発育は風による倒伏に対して抵抗性も強い。

東亜における欧州アカマツの生育状態をみるに，ダフリア地方から満州東北部に分布する地方種ハイラ

ルマツ (Pinus Yamazutai UYEKI) は高橋氏によれば低い岡や傾斜地の砂質土かれき土の地域，あるいは

河川の治岸の乾燥地にグイマツ (Larix G削elinie) と混交林を形成している。しかしながら， このよう

な林相は土壌の水分が附加するとグイマツの林に移行するが，反対に土壌中の砂の合水量が多くなると，

混交林がハイラノレマツの林に移行する傾向がある。

また蒙古地方から黒河省にわたり分布する地方種黒河アカマツ (Pinus Takahasii NAKAI) は蒙古では

ステップの特に強風にさらされた砂丘のように，限られた環境のもとに純林を作っているが，それらの林

もはじめはステップであったところにこのアカマツが侵入してついに純林となったものである。

以上のように東亜における欧州、けカマツはいずれも乾燥した砂質の土接地帯に分布してレる。

2) 本道における適応地域

本道における欧州アカマツ造林地の生育状況はすでにのべたとおりであるが，これを要約すると生育の

きわめて良好な林分は美馬牛，神楽，蘭烏であり，良好な林分は置戸，緋牛内，野幌である。また郷土樹

種のトドマツと比較して生育の良好な林分は置戸，緋牛内(北見地方).神楽，美馬牛(旭川地方) であ

る。蘭烏の欽州アカマツ林では，地形が急斜地であり，その下方は生育が良好であって，その成績はすで

にのべたとおりであるが傾斜の上部にいくにしたがって生育は低下しているので全林分についてみると美

馬牛，神楽にくらべやや劣るようにみられる。 またこれら林分の種子の産地はあきらかでなレが， 美J馬

牛，緋牛内，置戸，蘭島は欧州アカマツ天然分布区域の南部系のものと考えられ，また野幌ではシベリア

産， ドイツ産のものの生育がスエーデン産のものより良好であるc また山部村では欧州アカマツ天然、分布
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区域の北部系は欧州アカマツ天然分布区域の南部系より形質がすぐれているが成長にいちじるしい差がみ

られなし、。つぎに本州|地方の人工林をみるに感岡営林署煙山見本林ではやや良好であるが，その成長は北

海道の置戸，緋牛内とほぼひとしいようである。関東地方では浅川実験林，小根山国有林に欧州アカマツ

の見本林があるが，その成績はきわめて慈し病虫害のためにしだいに本数を減少し，見本林としての維

持も困難である。

次に RUBNER 氏の 100C 以との平均気蹴1::1 数による気候区分をわが国に適HJ してみると第 11 凶のよ

第 11 凶 欧州アカマツ値栽可能地域
Fig. 11 

Available region of Scotch pine plantation 

うに北海道の倶知安町以北の地域 (A ， .A，地域)

は 120"'-'180 日であって， これはヨーロツバの

Gem舖sigtes Klima Gebiet に該当し(年によりこ

の線は北海道~青森聞に移動する場合もある). 宇

都宮市， 水戸市以北の地域 (B地域〉は 180"-'240

|て!となり， ヨーロツパの Warm -gem舖sigtes 

Klima Gebiet に該当する。 そしてその南西地域

(c地域)はヨーロツパの Warmes長lima Gebiet 

に該当する。 ヨーロツパの Subarktische Klima 

Gebiet と Kühles Klima Gebiet はわが国の平地

には存在しないようである。したがってこの気温に

附しては北海道のA地域はヨーロツパにおける欧州

アカマツの主産地にあたり，東北地方のB地域はヨ

ーロツパにおける欧州げカマツの分布区域に該当し，関東以西のC区域はヨーロツパにおける欧州アカマ

ツの分布区域外に該当する。

しかしながら降水量についてみると，ヨーロツパの欧州アカマツの分布区域では年降水量 750mm 以下

であるのにわが闘ではいずれの地域も 750 刑制以上である。

ヨーロツパにおける環境要素のなかで温度と水分のいずれがつよく影響するかは， わからないが，

O. LANGLET 氏が欧州アカマツの耐寒性は気象要素中平均気温 60C 以上の日数と密接な関係があること

を報告している。またこの樹種の主要な分布区域は，降水量の少なし、大陸気候の地域であり，北海道では

降水量の不足がこの樹種の成立を阻害するばあいが少なく，むしろ過剰が土壌の過湿をともない有害に作

用するばあいが考えられるQ

つぎに土壌について比較すると，北海道の北東部 (A，)地域はポドゾノレ型であり，これはヨーロツパの

欧州アカマツの主産地に該当し，北海道の南西部 (A，)，東北 (B) 地域および関東中部地方の一部 (C1)

は褐色土あるいは弱ポドゾノレ型士壌であってこれもヨーロツパの褐色土に該当する。その以西はツエルノ

ーゼムあるいはプローゼムであって，これまたヨーロツパのツエノレノーゼムに該当する。すなわち北海道

の東北地域はヨーロツパの主産地に，北海道の西部，西南部および東北地方はヨーロツパの産地の一部に

該当し，関東および西部地域は欧州アカマツの分布区域に該当しない。

以上気温と土壌型を総合すると北海道の東北部 (A，)はヨーロツパの主産地に該当し，西南地域， (1\,) 

はやや該当し，東北地域 (B) は欧州アカマツの南方分布区域に該当する。したがって欧州アカマツを導

入するばあいには，北海道の東北部がもっとも適し，西部および西南部がこれにつぎ成績が期待されると
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考えられる。

欧州アカマツの種子の産地に関してスエーデンの O. LANGLET 氏によれば，冬季聞の葉の黄褐色にな

るていどは北部産のものほどいちじるしく，冬季の越冬性は北部産のものがまさる。また北部地方ではや

や南方産の種子をもちいたほうが成長がよいが，南部地方ではその傾向がみられないと L寸。

北海道の中部，北部は気候的にはスエーデンの南部以南に該当するので，この地方に導入すべき種子の

産地は欧州アカマツ天然分布区域の南部系のものを選ぶ必要もないと考えられる。また現存する人工林で

は冬季寒害をうけた記録もない。したがって今後この地方に導入すべき種子の産地は欧州アカマツ天然分

布区域の北部系のなかでも南部のものを導入すべきであると考えられる。北海道の南部および東北地方で

はとくに種子の産地を考慮して導入する必要がある。

町摘要

欧州アカマツが北海道の造林樹障として適するかNかを明らかにするために既往の造林地を調査して次

の結果をえた。

1 )北海道における欧州アカマツの造林地は少ないが神楽，美馬牛，蘭島では成長が良好であり，緋牛

内，置戸，野幌はやや劣る。

2) 北見地方，旭川地方ではトドマツより生育が良好であるが野幌地方ではトドマツより劣ると考えら

れる。

3) 北見地}7はヨーロツパの主要産地と気候，土壌ともに近似し，札幌地方，旭川地方は気候のみ近似

する。函館地方はヨーロツパの南方天然分布区域に気候，土壊ともに近し、。

4) 以上のことから欧州アカマツの適する地域は道東地方で次が旭川地方，札幌地方，函館地方の順と

なる。
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(Research materials) 

On the Growth and Adaptability of Scotch Pine in Hokkaido 

Isamu TAKATOI and Hiroshi TOYOOKA 

(R駸um�) 

For the purpose of ascertaining the possibi1ity of Scotch pine being a useful species 

for plantation in Hokkaido, we conducted an investigation in the old plantaions. The 

results are as follows: 

1) There are several plantations of Scotch pine in Hokkaido, but in these the planｭ
tations at Kagura, Bibaushi and Ranshima are growing better than those at Hiushinai, 
Okedo and Nopporo. 

2) In both Kitami and Asahigawa districts the Scotch pine plantations are growing 

better than the Todo・fir， but in the district of Sapporo, Scotch pine plantations seem to 
be growing less satisfactori1y than the Todo-fir. 

3) In the district of Kitami , the climate correspo:tids to Gem舖sigtes Klima Gebiet by 
K. RUBNER and the soil type corresponds to Podsol-Bodengebiet by H. STREMME in Europe 

where Scotch pine forests are growing best. And in the districts of Asahigawa and Sapｭ

poro, where the climate corresponds to Gem舖sigtes-Klima Gebiet by RUBNER, but soi1 type 
corresponds to Braunerde司Boden Gebiet by STREMME in Europe, Scotch pine forests are 

growing well. In the district of Hakodate, the climate corresponds to Warm-Gem縱sigtes 

Klima Gebiet by RUBNER in Europe where Scotch pine forests are growing as those in the 

southern district. 

4) Scotch pine is suitable for plantation most in Kitami district, next in Asahigawa 
district, then in Sapporo district and least in Hakodate district. 



-Plate 1-

写真 1 緋牛内欧州アカマツ林
Photo. 1 Scotch pine plantation (Hiushinai) 

写真 2 置戸欧州アカマツ林

Photo. 2 Scotch pine plantation (Okedo) 

写真 3 美馬牛欧州アカマツ林
Photo. 3 Scotch pine plantation (Bibaushi) 

写真 4 美馬牛欧州アカマツ林

Photo. 4 Scotch pine plantation 

(Bibaushi) 




